
　

11
月
13
日
、
原
子

力
規
制
委
員
会
は
、

高
速
増
殖
炉
「
も
ん

じ
ゅ
」
の
運
営
主
体

を
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
か
ら
変
え

る
よ
う
所
管
す
る
文

科
省
に
勧
告
し
た
。

半
年
を
め
ど
に
新
た
な
運
営
主
体

を
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
も
ん
じ
ゅ

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ

と
も
求
め
て
い
る
▼
勧
告
文
で
は
、

原
子
力
機
構
に
つ
い
て
１
９
９
５

年
の
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
漏
れ
事
故
以

降
、
対
策
を
講
じ
て
も
成
果
が
得

ら
れ
て
い
な
い
「
個
別
に
是
正
す

れ
ば
足
り
る
段
階
を
超
え
た
・
安

全
に
運
転
す
る
資
格
が
な
い
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
。
12
年
に
発
覚

し
た
約
１
万
点
の
機
器
の
点
検
漏

れ
や
、
13
年
に
規
制
委
員
会
か
ら

運
転
再
開
準
備
を
禁
じ
る
命
令
を

受
け
た
後
も
管
理
不
備
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
い
ま
だ
技
術
確
立
が

さ
れ
て
い
な
い
原
子
力
政
策
は
、

福
島
第
１
原
発
事
故
で
明
ら
か
に

な
っ
た
様
に
、
人
々
の
生
活
を
破

壊
し
て
し
ま
う
。
新
た
な
運
営
主

体
な
ど
と
言
わ
ず
、
国
民
の
安
全

を
考
え
れ
ば
即
刻
見
直
す
べ
き
で

あ
る
▼
青
森
県
に
於
い
て
は
、
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
で
11
年
に
20
億

円
を
か
け
て
完
成
し
た
「
緊
急
時

対
策
所
」
が
新
規
制
で
は
不
十
分

と
さ
れ
、
日
本
原
燃
は
新
た
に
新

規
制
基
準
に
対
応
し
た
「
緊
急
時

対
策
所
」
を
建
設
す
る
と
し
て
い

る
。
来
年
３
月
に
完
工
予
定
だ
っ

た
再
処
理
工
場
も
２
年
以
上
の
長

期
延
長
を
発
表
し
た
矢
先
で
あ
る
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
は
こ
れ
ま
で
建

設
と
維
持
管
理
費
に
１
兆
円
も
投

じ
、
六
ヶ
所
の「
緊
急
時
対
策
所
」

は
結
局
使
用
で
き
な
い
状
況
と
な

っ
た
▼
再
稼
働
を
予
定
し
て
い
る

各
原
発
で
も
新
規
制
に
対
応
し
た

工
事
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
た

ま
り
続
け
る
核
の
ゴ
ミ
問
題
を
棚

上
げ
に
し
た
ま
ま
、
安
倍
政
権
は

税
金
の
無
駄
遣
い
と
、
沖
縄
県
以

外
の
国
民
が
支
払
う
電
力
使
用
量

で
更
に
国
民
を
窮
地
に
追
い
込
も

う
と
し
て
い
る
（
阿
）

　　

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」
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＝盛岡支部大会参加した代議員および関係者＝

　

大
会
で
は
経
過
と
方
針
討
論
を

合
わ
せ
て
９
人
の
代
議
員
が
発
言
。

来
春
の
北
海
道
新
幹
線
開
業
を
控

え
、
「
配
置
車
両
が
無
く
な
り
、

大
幅
な
要
員
削
減
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
57
歳
以
上
の
社
員
へ
は
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の

エ
ル
ダ
ー
前
提
出
向
の
面
談
や
、

56
歳
以
上
の
社
員
へ
は
Ｅ
２
３
１

系
の
機
器
更
新
に
伴
う
車
両
改
造

作
業
に
向
け
た
面
談
も
実
施
さ
れ

て
い
る
。
多
く
の
組
合
員
が
悩
み
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
」
と
職
場
再

編
に
対
す
る
率
直
な
不
安
が
出
さ

れ
、
「
Ｅ
Ｈ
８
０
０
型
機
関
車
の

投
入
で
青
森
信
号
所
で
の
機
関
車

交
換
作
業
が
増
加
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
も
活
用
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
入
換
経
験
の

な
い
中
で
の
操
車
業
務
の
教
育
で

◎
執
行
委
員
長

　

阿
部　

一
久（

八
戸
運
輸
分
会
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

阿
保　

光
春

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

◎
書
記
長

　

田
崎　

秋
弘

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

　

各
地
か
ら
初
雪
の
声
も
聞
こ
え

始
め
た
11
月
27
日
、
青
森
県
労
働

福
祉
会
館
に
お
い
て
「
青
森
県
交

通
運
輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会
第

23
回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
労
も
幹
事
の
阿
部
委
員

長
を
は
じ
め
３
人
が
参
加
。

　

総
会
は
、
10
月
の
連
合
青
森
定

期
大
会
で
山
内
議
長
が
事
務
局
長

に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
新
し
い
議

長
を
選
出
す
る
総
会
と
な
り
ま
し

た
。
挨
拶
し
た
山
内
議
長
は
「
結

成
当
時
一
万
人
を
数
え
て
い
た
加

盟
人
員
も
、
現
在
は
約
五
千
人
と

半
減
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
と

地
方
過
疎
化
が
す
す
む
中
、
地
域

の
公
共
交
通
存
続
と
活
性
化
へ
私

　

第
58
回
青
森
支
部
定
期
大
会
が
11
月
１
日
（
約
50
人
参
加
）
青
森
県
労
働
福
祉
会
館
で
、
第
37
回

盛
岡
支
部
定
期
大
会
が
11
月
８
日
（
約
40
人
参
加
）
に
盛
岡
国
労
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

両
支
部
大
会
と
も
安
保
法
の
廃
止
に
む
け
た
闘
い
や
労
働
条
件
改
善
・
組
織
の
拡
大
・
参
議
院
選

挙
や
北
上
市
議
選
挙
な
ど
に
地
方
本
部
と
一
体
と
な
り
全
力
で
運
動
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
意
思
統

一
し
た
。
な
お
、
今
年
は
役
員
の
改
選
の
年
で
あ
り
別
記
の
通
り
新
役
員
を
選
出
し
た
。

た
ち
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
安
全

保
障
関
連
法
案
を
衆
参
両
院
で
強

行
採
決
し
、
労
働
者
派
遣
法
を
改

悪
す
る
な
ど
暴
走
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
も
来

年
７
月
の
参
議
院
選
挙
勝
利
に
む

け
、
総
力
を
挙
げ
闘
い
抜
こ
う
」

と
述
べ
、
活
動
の
活
性
化
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
東
北
交
運
労
協
小
野

副
議
長
と
国
土
交
通
省
青
森
運
輸

支
局
大
水
専
門
官
、
連
合
青
森
敦

賀
副
事
務
局
長
が
参
席
し
、
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

方
針
討
論
で
は
２
人
の
代
議
員

が
発
言
し
、
役
員
選
出
で
は
新
議

長
に
Ｊ
Ｒ
総
連
の
木
下
武
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
「
持

続
可
能
な
総
合
交
通
体
系
の
確
立

に
向
け
、
交
通
政
策
基
本
法
を
活

か
し
、
力
強
い
運
動
を
構
築
し
よ

う
」
と
す
る
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

採
択
し
、
退
任
す
る
山
内
前
議
長

と
新
任
の
木
下
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
誰
も
が
安
全
・
安
心
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」
に
奮
闘
す
る
総
会

宣
言
を
採
択
し
、
木
下
新
議
長
に

よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を

終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

青
森
支
部
執
行
員　

高
瀬　

貴
弘

◎
執
行
委
員

　

石
田　

春
夫

　
　

（
青
森
電
気
分
会
）

　

成
田　

芳
隆（

青
森
施
設
分
会
）

　

高
瀬　

貴
弘　

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

あ
り
不
安
が
大
き
い
」
と
の
発
言

も
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
「
所
長
と
対
面
し
、

異
動
に
あ
た
っ
て
は
所
属
組
合
の

別
な
く
公
平
・
公
正
に
行
う
よ
う

申
し
入
れ
た
」
と
の
報
告
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

で
は
「
仕
事
を
通
じ
て
信
頼
で
き

る
人
間
関
係
作
り
を
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
最
後
の
『
壁
』
を
な
か

な
か
越
え
ら
れ
な
い
」
と
の
悩
み

が
言
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
「
組

織
拡
大
の
意
義
を
も
う
一
度
再
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
。
意
思
統
一

す
る
場
が
必
要
」
と
の
積
極
的
な

意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

発
言
を
受
け
田
崎
書
記
長
が
集

約
答
弁
を
行
い
、
１
年
間
の
総
括

と
当
面
す
る
運
動
方
針
に
つ
い
て

全
体
で
意
思
統
一
し
た
。
最
後
に

阿
部
一
久
委
員
長
以
下
の
新
執
行

部
を
選
出
し
て
終
了
し
た
。
























　

小
泉　

正
直

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

◎
会
計
監
査
員

　

福
井　

芳
則

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

　

横
浜　

幸
徳（

青
森
施
設
分
会
）

　

大
会
は
、
中
堤
聡
司
副
委
員
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議

長
に
伊
藤
淳
代
議
員
（
盛
岡
運
輸

区
分
会
）
を
選
出
し
議
事
進
行
さ

れ
、
佐
々
木
研
司
委
員
長
が「〝
安

保
法
〞が
成
立
し
た
が
、
息
の
長

い
運
動
で
廃
案
に
追
い
込
み
た
い
。

北
上
市
議
選
の
勝
利
に
向
け
、
全

力
を
尽
く
し
て
闘
っ
て
い
く
。
運

動
の
原
点
は
職
場
に
あ
る
。
国
労

加
入
の
一
言
を
か
け
、
組
織
拡
大

に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
来
賓
・
国
労
議
員
団

か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
米

田
勝
義
執
行
委
員
が
寄
せ
ら
れ
た

２
件
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ

た
。
そ
の
後
、
佐
藤
都
久
雄
書
記

長
が
経
過
と
運
動
方
針
（
案
）
を

提
起
し
議
題
に
入
っ
た
。

　

経
過
・
方
針
で
は
９
人
の
代
議

員
か
ら
、
①
若
手
社
員
の
技
術
継

承
問
題
②
新
採
対
策
に
向
け
た
分

会
の
取
り
組
み
③
エ
ル
ダ
ー
職
場

に
対
す
る
労
働
条
件
改
善
の
問
題

④
貨
物
職
場
の
実
態
と
２
０
１
６

春
闘
の
闘
い
⑤
冬
期
要
員
の
問
題

―
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
多
く
の
代
議
員
か
ら
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
と
組
織
を
守
る
た

め
の
発
言
も
出
さ
れ
た
。
地
方
本

部
に
関
す
る
内
容
は
、
地
本
の
沢

田
光
広
書
記
長
が
答
弁
し
、
佐
藤

都
久
雄
書
記
長
が
集
約
し
採
択
さ

れ
方
針
が
確
立
し
た
。

　

大
会
で
は
、
規
約
の
一
部
改
正

と
ス
ト
権
が
代
議
員
の
一
票
投
票

で
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
支
部
役

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新
執
行
部

体
制
が
決
定
し
た
。
当
面
す
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
、
佐
々
木
研

◎
執
行
委
員
長

　

佐
々
木
研
司

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

佐
藤
都
久
雄

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

◎
書
記
長

　

菅
原　

高
明（

一
関
工
務
分
会
）

◎
執
行
委
員

　

米
田　

勝
義（

盛
岡
運
転
分
会
）

　

袰
岩　

哲
彦（

宮
古
地
域
分
会
）

◎
会
計
監
査
員

　

髙
橋　
　

務（
北
上
工
務
分
会
）

　

立
木　

秀
明（

一
関
運
輸
分
会
）

　
　
　
　
　

◇

▽
12
月
13
日
（
盛
岡
）

　

平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
第

　

26
回
定
期
総
会

▽
12
月
15
日
（
盛
岡
）

　

岩
手
県
交
運
労
協
第
25
回
定
期

　

総
会

▽
12
月
16
日
（
盛
岡
）

　

第
３
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
１
月
10
日
（
青
森
）

　

青
森
支
部
分
会
代
表
者
会
議
及

　

び
旗
開
き

▽
１
月
11
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
分
会
代
表
者
会
議
及

　

び
旗
開
き

　

国
労
東
北
協
議
会
が
主
催
す

る
、
第
12
回
東
北
労
働
講
座
（
活

動
家
交
流
集
会
）
が
11
月
23
日
・

24
日
の
両
日
、
盛
岡
市
の
つ
な
ぎ

温
泉
「
愛
真
館
」
で
開
催
さ
れ
、

東
北
３
地
本
か
ら
の
参
加
者
と
関

係
者
54
人
が
参
加
し
た
。
な
お
、

初
日
の
日
程
が
終
了
後
、
国
労
東

北
協
議
会
第
30
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、
国
鉄
労
働
会
館
盛
岡

地
方
部
が
主
催
す
る
盛
岡
地
区
労

働
講
座
が
開
催
さ
れ
、
月
間
労
働

組
合
編
集
長
の
松
上
隆
明
氏
を
講

師
に
迎
え
「
政
治
情
勢
と
労
働
組

合
の
課
題
」
と
題
し
、
約
90
分
の

講
演
を
行
っ
た
。

　

討
論
で
は
盛
岡
地
本
か
ら
、
横

内
俊
博
さ
ん
（
盛
岡
施
設
分
会
）

と
及
川
孝
（
盛
岡
電
気
分
会
）
の

２
人
が
、
①
若
手
社
員
の
職
場
実

態
と
技
術
継
承
の
問
題
②
組
織
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
―
な
ど
職

場
報
告
を
行
っ
た
。
若
手
社
員
の

業
務
研
究
・
報
告
物
、
与
え
ら
れ

た
業
務
に
よ
り
超
勤
時
間
が
増
え

続
け
る
実
態
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
・

年
休
取
得
の
問
題
な
ど
共
通
す
る

課
題
も
多
く
報
告
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
国
労
本
部
か
ら
坂

口
委
員
長
、
東
日
本
本
部
よ
り
佐

藤
書
記
長
・
武
田
組
織
部
長
が
、

組
織
強
化
・
拡
大
を
中
心
に
報
告

を
行
っ
た
。
全
体
討
論
で
は
、
７

人
か
ら
本
部
・
東
日
本
本
部
へ
の

要
望
を
含
め
て
発
言
が
さ
れ
、
国

労
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
参

加
者
全
体
で
確
認
し
閉
会
し
た
。

新
幹
線
開
業
に
伴
う
職
場
再
編
に
不
安

＝青森＝

技
術
継
承
・
エ
ル
ダ
ー
職
場
等
で
発
言

＝盛岡＝

＝両支部で定期大会開催・新役員体制も確立＝

◇青森県交運労協定期総会◇

平和、労働条件の闘い
組織拡大に全力

平和、労働条件の闘い
組織拡大に全力

総合交通体系の確立に
交通基本法を活かそう

青
森
支
部
新
役
員
体
制

54
人
の
参
加
で

　
　
　
　
労
働
講
座

「
国
労
東
北
協
議
会
」

司
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
、
全
体
で
意
思
統

一
を
図
り
閉
会
し
た
。

盛
岡
支
部
新
役
員
体
制
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第
20
回
東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
11
月
７
日
（
土
）
に
皇
居

外
周
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
駅
伝
に

は
15
チ
ー
ム
90
人
、
個
人
に
53
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
盛
岡
地

本
か
ら
は
駅
伝
１
チ
ー
ム
６
人
と

個
人
に
２
人
が
参
加
し
た
。
（
家

族
参
加
の
佐
藤
賢
哉
さ
ん
は
一
関

運
輸
分
会
・
佐
藤
英
雄
氏
、
千
葉

健
史
さ
ん
は
北
上
工
務
分
会
・
千

葉
弘
樹
氏
の
ご
子
息
）

　

競
技
は
12
時
15
分
ス
タ
ー
ト
で

個
人
の
部
、
駅
伝
が
13
時
15
分
ス

タ
ー
ト
で
進
め
ら
れ
た
。

　

駅
伝
の
盛
岡
チ
ー
ム
は
１
区
佐

藤
選
手
が
２
位
で
２
区
菊
池
選
手

へ
、
菊
池
選
手
は
４
位
で
３
区
黒

井
選
手
へ
、
黒
井
選
手
は
２
人
抜

き
２
位
で
４
区
村
上
選
手
へ
、
村

上
選
手
も
頑
張
り
３
位
で
５
区
佐

藤
選
手
へ
、
佐
藤
選
手
も
３
位
を

守
り
最
終
６
区
の
千
葉
選
手
へ
、

20
歳
の
千
葉
選
手
は
今
回
初
参
加

で
ア
ン
カ
ー
を
務
め
、
無
事
４
位

で
ゴ
ー
ル
し
た
。
優
勝
は
、
１
時

間
18
分
38
秒
で
長
野
地
本
Ａ
チ
ー

ム
、
３
連
覇
で
９
度
目
の
優
勝
と

な
っ
た
。

　

盛
岡
の
駅
伝
・
個
人
の
成
績
は

次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

【
駅
伝
メ
ン
バ
ー
・
成
績
】

▽
１
区
（
５
キ
ロ
）

　

佐
藤　

賢
哉
（
家
族
）

　

16
分
59
秒
（
区
間
２
位
）

▽
２
区
（
２
・
５
キ
ロ
）

　

菊
池　

憲
光
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

　

10
分
46
秒
（
区
間
８
位
）

▽
３
区
（
２
・
５
キ
ロ
）

　

黒
井　

恒
夫
（
宮
古
地
域
分
会
）

　

10
分
25
秒
（
区
間
２
位
）

▽
４
区
（
２
・
５
キ
ロ
）

　

村
上　

敏
光
（
Ｏ
Ｂ
）

　

10
分
23
秒
（
区
間
４
位
）

▽
５
区
（
２
・
５
キ
ロ
）

　

佐
藤　

隆
文
（
Ｏ
Ｂ
）

　

11
分
08
秒
（
区
間
４
位
）

▽
６
区
（
５
キ
ロ
）

　

千
葉　

健
史
（
家
族
）

　

22
分
52
秒
（
区
間
12
位
）

▽
ト
ー
タ
ル　

１
時
間
22
分
33
秒

　
　
　
　
　

◇

【
個
人
成
績
】
（
５
キ
ロ
）

▽
花
田　

長
蔵
（
北
上
工
務
分
会
）

　

第
21
位　

25
分
19
秒

▽
八
嶋　

昌
二
（
青
森
運
輸
区
分
会
）

　

第
41
位　

27
分
40
秒

　

11
月
３
日
、
国
労
東
京
地
本
会

議
室
で
東
日
本
本
部
主
催
の
「
各

地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会

議
」
が
開
催
さ
れ
25
人
が
出
席
し

た
。
盛
岡
か
ら
は
菊
池
要
悦
組
織

部
長
が
出
席
。

　

武
田
幸
喜
組
織
部
長
の
「
他
労

組
と
違
う
か
ら
こ
そ
拡
大
し
て
い

る
の
に
そ
こ
が
見
え
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
情
勢
を
話
し
た
り
、

仕
事
の
話
を
す
る
の
は
現
場
、
分

会
や
個
人
が
や
ら
な
け
れ
ば
拡
大

は
な
い
。
組
織
拡
大
対
策
会
議
や

経
験
交
流
集
会
を
開
催
す
る
が
参

加
し
た
組
合
員
に
止
ま
っ
て
い
る
。

全
組
合
員
が
共
有
し
声
掛
け
で
き

る
体
制
を
作
る
た
め
に
全
分
会
オ

ル
グ
の
実
施
を
」
と
の
提
起
を
受

け
、
各
地
方
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
。
「
青
年
や
他
労
組

と
の
付
き
合
い
は
あ
る
が
、
個
人

的
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
。
設

備
職
場
対
策
会
議
や
駅
組
織
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

　

11
月
７
日
、
盛
岡
国
労
会
館
に

於
い
て
第
51
回
家
族
会
盛
岡
地
方

連
合
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
盛
岡
支
部
か
ら
は
初
参
加

の
滝
谷
隆
子
さ
ん
を
は
じ
め
５
人
、

青
森
支
部
か
ら
も
５
人
、
役
員
５

人
合
わ
せ
て
15
人
で
の
総
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
第
50
回
の
総
会
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
以
来
の
馴
染
み
の
顔
ぶ

れ
の
再
会
に
、
心
落
ち
着
く
場
に

や
っ
ぱ
り
家
族
会
の
集
い
は
い
い

も
の
だ
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
地
方
本
部
の
菊
池
組
織
部
長

か
ら
現
状
報
告
を
受
け
、
次
第
に

そ
っ
て
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
支
部
の
佐
々
木
ゆ
か
り
さ

ん
か
ら
は
「
今
後
盛
岡
支
部
家
族

会
が
復
活
す
る
と
い
う
見
通
し
は

あ
り
ま
す
か
」
と
の
質
問
が
出
さ

れ
、
会
長
か
ら
は
「
現
状
を
考
え

る
と
難
し
い
で
す
」
と
回
答
さ
れ

ま
し
た
。
再
開
の
困
難
さ
を
皆
さ

ん
が
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
か
ら
の
今
年
度
青
婦
家
行
動

に
不
参
加
だ
っ
た
こ
と
の
質
問
に
、

「
国
際
女
性
デ
ー
と
の
同
日
開
催

の
た
め
参
加
を
断
念
し
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
青
婦
家
行
動
は
全

国
の
家
族
会
・
青
年
部
・
婦
人
部

の
方
々
と
交
流
し
、
連
帯
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
集
会
で

す
の
で
、
来
春
は
是
非
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
紺
屋
町
の
東
屋

で
「
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
」
で
交
流

し
ま
し
た
。
指
定
の
エ
プ
ロ
ン
を

見
に
つ
け
て
「
は
い
じ
ゃ
ん
じ
ゃ

ん
、
は
い
ど
ん
ど
ん
」
の
掛
け
声

の
中
黙
々
と
…
い
い
え
、
「
わ
っ

は
っ
は
」
と
笑
い
な
が
ら
に
ぎ
や

か
に
闘
わ
れ
ま
し
た
。
40
杯
50
杯

と
進
む
と
離
脱
す
る
方
が
続
出
。

見
事
優
勝
を
飾
っ
た
の
は
70
杯
を

平
ら
げ
た
青
森
支
部
の
佐
々
木
ゆ

か
り
さ
ん
。
表
彰
式
で
記
念
撮
影

も
行
わ
れ
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
和
や

か
な
ひ
と
時
で
し
た
。
次
の
企
画

で
の
再
会
を
約
束
し
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

会
長　

　

中
堤　

久
江
（
盛
岡
）

副
会
長　

　

佐
々
木
春
枝
（
八
戸
）

常
任
委
員

　

兼
平　

貴
子
（
盛
岡
）

　

小
松　

祐
子
（
一
関
）

　

北
上　

洋
子
（
八
戸
）

※
報
告　

佐
々
木
香
代
子
（
盛
岡
）

　

11
月
14
日
〜
16
日
の
３
日
間
、

「
不
戦
と
民
主
主
義
―
戦
後
の
誓

い
を
忘
れ
な
い
／
憲
法
理
念
の
実

現
を
め
ざ
す
第
52
回
護
憲
大
会
」

が
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
。
初
日

の
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
開
会

総
会
に
は
全
国
か
ら
１
８
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　

国
労
か
ら
も
青
森
支
部
か
ら
現

地
実
行
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
の
取
り
組
み
や
総
会
・
分
科

会
へ
の
参
加
を
含
め
述
べ
で
約
60

人
、
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー

代
表
団
14
人
の
一
員
と
し
て
４
人

が
参
加
。

　

開
会
総
会
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
の
テ
ー
マ
は
「
戦
争
法
廃
止
、

立
憲
主
義
確
立
、
憲
法
擁
護
の
た

め
私
た
ち
は
今
後
ど
う
闘
う
の

か
」
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
鎌
田
慧
、

日
本
体
育
大
学
教
授
・
清
水
雅
彦
、

上
智
大
学
教
授
・
中
野
晃
一
、
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員

会
信
州
事
務
局
・
喜
多
英
之
の
４

人
氏
は
、
全
国
を
取
材
す
る
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
、
哲
学
・
政
治
学
、
憲

法
学
、
市
民
運
動
等
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
安
倍
政
権
が
強
行
採

決
し
た
安
保
法
を
批
判
。
同
日
発

生
し
報
道
さ
れ
て
い
た
パ
リ
同
時

テ
ロ
事
件
に
も
触
れ
、
「
力
に
よ

る
抑
止
力
で
は
繰
り
返
し
に
な
る
。

戦
争
の
犠
牲
は
多
く
の
市
民
だ
」

と
訴
え
た
。

　

今
後
の
闘
い
に
つ
い
て
は
、
安

保
法
が
９
月
17
日
に
強
行
採
決
さ

れ
た
。
し
か
し
、
60
年
安
保
闘
争

時
の
闘
い
と
違
い
シ
―
ル
ズ
を
は

じ
め
若
者
、
各
年
齢
層
が
立
ち
あ

が
り
明
る
い
光
を
感
じ
る
、
闘
い

は
こ
れ
か
ら
だ
。
戦
争
法
の
廃
止

に
む
け
組
織
さ
れ
た
団
体
、
新
し

く
生
ま
れ
た
運
動
体
と
の
一
体
化

を
図
り
、
来
年
の
参
議
院
議
員
選

挙
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
闘
い
を
展

開
し
戦
争
法
廃
止
、
戦
争
を
し
な

い
国
を
目
指
そ
う
―
と
訴
え
た
。

　

２
日
目
は
、
会
場
を
分
散
し
た

７
分
科
会
と
「
六
ヶ
所
・
三
沢
コ

ー
ス
」
・
「
車
力
・
五
所
川
原
コ

ー
ス
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
た
。

　

３
日
目
の
閉
会
総
会
で
は
、
沖

縄
辺
野
古
の
現
状
と
今
後
の
闘
い

や
反
原
発
な
ど
の
闘
い
の
報
告
を

受
け
、
「
私
た
ち
の
未
来
を
、
命

の
尊
厳
を
、
そ
し
て
憲
法
を
安
倍

政
権
か
ら
奪
い
返
す
た
め
、
と
も

に
頑
張
り
あ
う
決
意
を
し
よ
う
」

と
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
終
わ
っ

た
。
武
力
に
よ
る
こ
と
な
く
テ
ロ

の
根
源
と
さ
れ
る
世
界
の
貧
困
を

な
く
す
運
動
、
戦
争
を
さ
せ
な
い

平
和
・
護
憲
運
動
を
広
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
大
会
参

加
と
な
っ
た
。

げ
て
取
り
組
み
」
「
出
向
先
を
含

め
要
求
や
不
満
は
あ
る
が
、
国
労

と
し
て
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
の
交
渉
実
施
で
成
果

を
獲
得
す
べ
き
」
「
労
組
未
加
入

の
仲
間
の
こ
と
が
班
全
体
に
共
有

さ
れ
な
い
た
め
本
人
に
対
す
る
班

と
し
て
の
関
わ
り
が
で
き
て
い
な

い
。
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
課
題
で
あ
る
」

と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　

盛
岡
か
ら
は
こ
の
間
の
会
議
・

大
会
で
出
さ
れ
て
い
た
組
合
員
の

声
を
受
け
て
「
集
ま
り
・
話
し
・

共
有
す
る
」
こ
と
を
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

次
回
の
組
織
部
長
会
議
ま
で
に

各
地
方
で
全
分
会
オ
ル
グ
を
や
り

き
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
、
会

議
を
終
了
し
た
。

3区の黒井選手（宮古地域分会）から３位で
たすきが４区村上選手へ（青森運輸区OB）「総会は盛岡労会館で開かれた」

第20回東日本本部
マ ラ ソ ン 大 会

駅
伝
・
盛
岡
チ
ー
ム
が
４
位

個
人
に
53
人
・
駅
伝
に
15
チ
ー
ム
が
参
加

地本家族会総会
交流会はわんこそばV対決

仲
間
と
連
帯
し「
戦
争
法
」の
廃
案
を

護
憲
大
会
・
全
国
か
ら
１
８
０
０
人
が
結
集
・
青
森
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